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考え方 れ を最初に計算 しておきます 特 に問題ないで しょう
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となります 今度は単なる分数関数なので,微分してグラフを書いて
ありませんが,比や差に注目したほうが圧倒的に簡単です
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したがって,
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となるので,Pllと P12が最大となる
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よって,π <11の とき,
同様にして ,

71=11の とき ,

π>11の とき,

このことから,
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例題 2. 青球 6個と赤球π個 (π ≧2)が入っている袋から,3個の球を同時に取り出すとき,
が1個で赤球が2個である確率をPπ とする Pη を最大にするπの値を求めよ.

18η (π -1)

0 (差 に注目する方法)
P″+1-Pη

=出 ―

赫

=0+ついの(籍―斜 )

=鵡
 (     )

したがって,Pπ+1-Pπ >0と なるとき,

(π +1)(π +4)一 (π -1)(π +7)>0よ り,
π<11

よって,π <11の とき,Pη+1-Pη >0.
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という一連の作業ができなくも

π=10の とき,Pll― P10>0←⇒ P10<Pll

π=11の とき,P12~Pll=0←⇒ Pll=P12

π=12の とき,P13~P12<0~P12>P13
″=13の とき,P14~P13<0←⇒ P13>P14

したがって
,

P2く P3<… <P10<Pll=P2>P13>P14>…

となるので,Pllと P12が最大となる

(π +6)(π +5)(η +4)

珍注 最大値をとる場所が 2

感を感じるかもしれませんが,
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このタイプの問題で

はよくあることです
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例 題 3 赤玉 3個 と自玉 7個が入っている袋から無作為に 1個取り出し,色を確認してから袋に戻
す作業を 30回繰り返すとき,赤玉を何回取り出す確率が最も大きいか答えよ

考え方 反復試行の確率です まずは自分で確率を設定せねばなりません.30回中,赤玉をた回取り出

すとすると, 自玉は 30-λ 回取り出すので, その確率を P々 とすると, Pん =30Cた (岳 )30-々 (金 )ん とな

ります 計算の流れは 例 題 1 と全く同じなので,解答も簡潔に書きます
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3(30-力)-7(力 +1)>0よ り, た<ギ:
よって,0≦ た≦8の とき,Pん+1-P々 >0
逆に,9≦ λ≦29の とき,P々+1-P々 <0
このことから,
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となるので,P9が最大となる
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簡潔になっていますが,本番の試験でもこの程度で

十分でしょう

箕
ЙTcSモ
=覆
汀(発 )29-々 (鳥 )々 (占 ・島
=綸

     (             )
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3間 とも,比に注目する解答と差に注目する解答の両方を紹介しましたが,いかがだったでしょうか

比の計算では約分をすることで式がシンプルになりますが,差を計算するには共通因数でくくり出す必

要があり,こ の部分がちょっとややこしいです ただ,最後の大小関係を復元するあたりは,差の計算
の方がすぐに大小関係がイメージできて早いかもしれませんね いずれにしても,どちらの方法でやる
のか問題に指定されていれば,その方法に従うしかありませんが,自分で選べる場合はそれぞれの特徴

を踏まえた上で選んでほしいものです
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